シンポジウム カルテル・入札談合防止と独占禁止法改正　　(日弁連・第１６回独占禁止法研究会) by 日弁連・第16回独占禁止法研究会
日　時：2004年３月６日 午後１時～
場　所：早稲田大学14号館B101 AVホール
主　催：
日本弁護士連合会消費者問題対策委員会
早稲田大学21世紀COE研究グループ
〇大橋昭夫弁護士（日弁連消費者問題対策委
員会幹事，静岡県弁護士会，司会）
「税金の無駄遣い＝カルテル・入札談合防
止と独占禁止法の改正」と題しましてシンポ
ジウムを開催したいと思います。今回のシン
ポジウムは，早稲田大学の21世紀COE研究
グループと日弁連の消費者問題対策委員会の
共催となっております。日弁連消費者問題対
策委員会は独禁法研究会をずうっとやってき
まして，このシンポジウムは，第16回の独
占禁止法研究会を兼ねております。
司会を務めさせていただきますのは，日弁
連消費者問題対策委員会幹事で静岡県弁護士
会の大橋です。よろしくお願いいたします。
それでは，ただ今からシンポジウムを開始
したいと思います。まず，開会にあたりまし
て，共催者の早稲田大学から須網隆夫教授に
ご挨拶をいただきます。よろしくお願いいた
します。
開会の挨拶
 須網隆夫教授（早稲田大学）
きょうは，お忙しいところ，たくさんの
方々にご来場いただきましてありがとうござ
います。早稲田側からということで，早稲田
大学法学部の須網より若干挨拶させていただ
きます。
といいましても，実は，本来きょうここで
挨拶する予定になっていたのは，21世紀
COEの拠点リーダーであります上村達男教
授でございまして，早稲田大学は COEの
「企業法制と法創造総合研究所」をつくって
おりますけれども，この所長が上村でござい
ます。実は，上村から，きょうのシンポジウ
ムのためのメッセージがまいっておりますの
で，これを代読させていただくようなかたち
で私のご挨拶に代えさせていただきたいと思
います。
「本日は，早稲田大学COEの研究グルー
プによる『カルテル・入札談合防止と独占禁
止法の改正』と題するシンポジウムが開催さ
れますことを心よりお喜び申し上げます。本
来であれば，直接会場にてご挨拶申し上げる
べきところでございますが，同じくCOE企
画による『日中企業法制シンポジウム』のた
めに上海に行っておりますため，メッセージ
を寄せさせていただくこととなりましたこと
をお許しください。
ところで，この研究拠点は，『企業』と
『市場』というキーワードを共有することで
基本法制分野の一切を統合し，法思想や歴史
を含むさまざまな横断的総合研究を実施する
ことで，日本が本格的な資本市場と公開株式
会社法制を展開するための条件を探るととも
に，各法分野の新たな展開可能性ないし応用
可能性を追究しようという目的を有しており
ます。迂遠のようではありましても，日本の
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喫緊の課題をこうした視点で考えることの重
要性を強調することで，対症療法的な，ある
いは皮相的な制度改革論に対して一石を投じ，
さらには日本の新しい法律学の形成を目指そ
うとするものであります。
日本の民法，刑法，紛争処理法，公法等の
それぞれが市民法に対応できる十分な内容を
有するものであることは自負してよいように
思われます。しかし，最も扱いが困難で，国
民経済にとって危険物にもなりうる資本市場
や公開株式会社を担い，支え，運営しうるに
足りる豊富な内容を備えているかというと，
そうは言えないように思われます。
本拠点は，これら分野を『市場』と『企業』
という共通概念によって統合するのものです
が，こうした問題意識にとって独占禁止法は
本質的な重要性を有しております。
戦後の企業法制は，第１に財閥解体，株式
の個人保有，独禁法の制定，第２に，個人株
主を中心にした証券取引法の制定，第３に，
これを可能とする条件として位置づけられた
株式会社法の大改正という論理構造において
規定されたものであり，経済民主主義が証券
民主化を，そして企業社会と市民社会のあり
方を規定する，というのが思考の順序であり
ます。もとより，独禁法の規制手法が市場関
係法規としての証券取引法の規制手法にとっ
て最も参照すべき手本になりうることも当然
であります。
こうした観点からは，本日のシンポジウム
はまことに時宜を得たものと考えます。独禁
法，証券取引法，株式会社法，そして市民社
会のあり方といった本拠点が重視する発想を
共有し，有意義な論議が交わされ，独禁法，
証券取引法双方にとって有意義な提言に結び
つきますことを心より希望し，お祈り申し上
げる次第でございます。
最後に，本日ご参加くださいます報告者そ
の他関係者の皆さまに心より感謝申し上げま
す。 上村達男」。
私も少し付け加えさせていただきますが，
21世紀COEの「企業法制と法創造総合研究
所」はホームページが立ち上がっております。
そこを見ていただきますと研究所の形成目的
が書いてありまして，「真に安定的な日本の
企業システムを構築するために，企業法制や
市場法制の歴史本質にさかのぼった分析・研
究を行い，そのために多角的な研究プロジェ
クトを推進する」と書いてございます。
先ほどの上村教授のメッセージの中にもあ
りましたけれども，21世紀COEは「企業」
とか「市場」といったことをキーワードとし
ている研究所でございます。企業，市場と来
れば，企業法制もさることながら，やはり企
業が活動する場である市場のあり方をつくり
出す独占禁止法，競争法といったようなもの
も中心的な課題とならざるを得ないことは論
をまたないところでありまして，21世紀
COEの中に「企業と市場の相互作用に関す
る法学的研究」という研究グループが，私と
土田教授を責任者として組織されております。
きょうは，われわれCOEのこのグループ
が開催する―共催でございますが―第１
回の公開シンポジウムになるわけですけれど
も，今後，引き続き，今お話ししたような
テーマに沿ってさまざまな活動を行っていき
たいと思いますので，きょうご参加の方々に
つきましては，ぜひ今後も引き続きわれわれ
の企画へのご参加をお願いしたいと思います。
以上で挨拶に代えさせていただきます。あり
がとうございました。
〇大橋幹事（司会） どうもありがとうござ
いました。
それでは次に，共催者のもう一方でありま
す日弁連消費者問題対策委員会の委員長の石
戸谷豊さんからお願いいたします。
 石戸谷豊弁護士（日弁連消費者問題対
策委員会委員長）
こんにちは。消費者委員長の石戸谷です。
本シンポジウムに際しまして早稲田大学にた
いへんお世話になりまして，厚く御礼申し上
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げます。
今の国会には160本くらい法案が出ると言
われていまして，消費者委員会でも意見書を
書いている関係の法案が７本ほど出て，遅く
も来週火曜日の閣議決定で国会に出ていくよ
うになっていまして，本来であれば，独禁法
改正も来週の閣議決定を経て今国会に出てい
くはずなわけでありますけれども，いろいろ
反対が強くて，なかなか難航している状態で
す。
こちらも関係法案の関係で永田町を走り
回っている状態ですけれども，なぜそうなっ
ているのかいろいろ話を聞いてみますと，政
治家の先生方は，「21世紀の消費者政策のあ
り方」ということで消費者問題全般の見直し
をやっていまして，昨日，消費者保護基本法
の改正について自民・公明両党の調整が決着
して，もろもろの改革が市場メカニズムをど
う生かすか，消費者政策もそれに即したかた
ちで見直さなければならない，という話で関
連法案の見直しをやっているわけですけれど
も，どういう関係になるのかということで永
田町あたりでいろいろ話を聞きますと，独禁
法の改正については，「景気が悪いときにな
ぜ課徴金を上げるんだ」と。そうすると「例
えば附則に『この改正は景気がよくなったら
施行する』としておけばいいんだろうか」と
か，何を言っているかわからなかったのです。
ところが，よく話を聞いてみると，「課徴
金を上げたのでは中小企業は成り立たない
じゃないか」とか「失業対策をどうするんだ」
というような話が出て，なんのことはない，
「これではもう談合はやれないじゃないか。
談合をやらせてよ」と言っているようなもの
です。これは「うちの選挙区の票が減るじゃ
ないか」といったレベルの話でありまして，
生々しい部分はそういう話でありまして，そ
ういうことであるとすると，市場メカニズム
を生かした構造改革などは看板を下ろしたほ
うがいい。
それで，もろもろの構造改革で一番影響を
受けているのは消費者でありまして，自己破
産も，少し前までは５万件・６万件と言われ
ていたのが，今は24万件ぐらいまでに激増
しているのです。そのなかで，某銀行が大変
そうだというと２兆円ぐらい公的資金を導入
してやり，保険業界が逆ざやで大変そうだと
いうと予定利率の引下げもＯＫだと法律を改
正してやり，金融だけでなく，一般事業会社
も化粧品会社が危ないというと，では丸ごと
支援してやろうかといったような話でありま
して，その付けが全部消費者に回ってくる。
談合も，結局は納税者・消費者に付けが
回ってくるのでありまして，もしそのような
かたちでいきたいというのであれば，日本で
は市場メカニズムはちょっと無理です。世界
中に堂々と発信しなければおかしいです。だ
から，ここのところは日本では「神の見えざ
る手」は無理です。「談合の見える手」で和
の精神でいきますとしないと，やっているこ
とと実際の腹の中がまったく別の話になって，
非常におかしなことになってしまうので，ぜ
ひ独禁法の改正については断行して進めてい
ただきたいと思っております。
きょうのシンポジウムはそういう位置づけ
です。本来であれば，順調に閣議決定して上
程の道筋が見えているはずだということで設
定したのですけれども，そうでないタイミン
グになって，改正断行という意味合いのシン
ポジウムになろうかと思います。そうします
と，開催の挨拶としてはずいぶん雑な話だと
誤解されると困るので，これは私の話であり
まして，緻密な話は各報告者からばっちりと
出てきすので，どうぞご安心してシンポジウ
ムをよろしくお願いしたいと思います。
〇大橋幹事（司会） どうもありがとうござ
いました。
それでは早速，シンポジウムの内容に移っ
ていきたいと思いますが，皆さんのお手元の
黄色い「シンポジウム『税金の無駄遣い＝カ
ルテル・入札談合防止と独占禁止法の改正』
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進行要領及び資料」の１頁を見てください。
報告が何本かあります。まず先にこの報告を
していただきまして，それから中間に休憩を
とりまして，そのあとまたフロアからの質問
あるいは討論の時間も，十分かどうかはわか
りませんけれども一応設けてありますので，
よろしくお願いいたします。
それでは早速，報告のうちの「本シンポジ
ウムの背景と目的」を，このシンポジウムを
企画してくださった早稲田大学の土田和博先
生から報告いただきます。よろしくお願いい
たします。
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